
 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日、キャプテン、副キャプテン、部長、副部長（部活によっては代表者）を集めて、いろいろな話

をしました。「挨拶の大事さ」「目標を立てることの大切さ」「熱中症対策」「他の学校から好かれる

チームになるには」など、短い時間でしたが、内容のある話をしました。しっかり目を見て聞く姿はと

ても頼もしく感じました。先生が１０年前まで板櫃中で勤務していたことは知っていますね。久しぶり

に板櫃中に戻って、改めて板櫃中の生徒の「よさ」を毎日感じているのは先生だけでしょうか。ま

ず、朝早く来る生徒が多いこと、授業のチャイム席もきちんと守れること、昼休みに元気に遊んでい

ること、授業中の態度が素晴らしいこと、（生徒の中には、校長室を覗いて挨拶をしてくれること、校

長先生に英語のプリントを持ってきてくれること）・・・このような毎日を一生懸命過ごしている姿に

感動すら覚えます。「あたりまえのこと」を「着実に」これが板櫃中の「よさ」です。北九州で一番で

す！いつも言っていますよね、自信とプライド、素晴らしい、優しい生徒たちです！ 

さて、今日は （少し前の話ですが・・・）２年前に西日本新聞に掲載された「春秋」から紹介しま

す。４月１日といえば、エイプリルフールです。この日は「うそ」をついてもいい日とされています。

「うそ」は、基本的には「人を傷つけるもの」です。が、今日紹介する「うそ」はみんなを「幸せにする

うそ」です。生徒のみなさんも保護者の方と一緒に読んで、考えてみましょう。 

（春秋）西日本新聞 ２０２１．４．１ 記事より 

「お父さんはちょっと遠いところでし仕事をすることになったから、お母さんと元気に過

ごしてね。」父親は２歳の息子に話しかけた。まだ幼かった男の子は覚えていないが、母親

のスマホに録画されていた。 

後に動画を見た男の子の心に、その言葉は響いた。実はうそだったから。白血病だと分

かった父親が、入院した当日に息子に残した言葉だった。一週間後、父親は帰らぬ人に－ 

日本語検定委員会が昨年募集した第１２回日本語大賞で最優秀賞（文部科学大臣賞）を

受賞した茨城県古河市立古河第二小学校一年の佐藤 亘紀（さとう こうき）君（７歳）の作

品「おとうさんにもらったやさしいうそ」から「おとうさんは、あえないあいだにぼくがかな

しまないように、わざとうそをつきました」 

亘紀君は亡き父に伝えたいことがある。「おとうさん、うそがばれてるよ！ だってまわ

りにびょういんのどうぐがいっぱいあるし、おとうさんがよこになっているし、めからなみ

だがちょっとだけでているし、こえがさびしそうだから。」 

でも、亘紀君はだまされたふりを続けようと思っている。「おとうさんがやさしいうそを

ついてくれたおかげで、ぼくのこころはつよくなれています。これからもおとうさんのこと

ばをまもっておかあさんとげんきにすごしたいです。おとうさん、やさしいうそをありが

とう。」 

今日はエイプリルフール。大切な人を悲しませず、心を強くしてくれる。そんなやさしい

「うそ」もある。           以下は、佐藤 亘紀（さとう こうき）君が書いた原文です。 

おとうさんにもらったやさしいうそ 古河市立古河第二小学校 小学一年 佐藤 亘紀 

ぼくのこころにひびいたことばは、「おとうさんは、ちょっととおいところで、しごとをすることに

なったから、おかあさんとげんきにすごしてね。」です。そのときぼくは二さいでした。とても小さ

かったので、ちょくせついわれたのは、おぼえていませんが、いってくれたときのどうがが、おか

あさんのスマホにいまでものこっているので、すきなときにきくことができます。 

このふつうにおもえることばが、ぼくのこころにひびいたりゆうは、じつは、これが、おとうさん

がついたうそだったからです。このことばの一しゅうかんごに、おとうさんははっけつびょうで、し

んでしまいました。そして、このことばをおとうさんがのこしたのは、びょうきがわかって、にゅう

いんした日でした。 

おとうさんは、あえないあいだにぼくがかなしまないように、わざとうそをつきました。うそは

ふつうよくないけど、これは、おとうさんが、ぼくのためについてくれたやさしいうそだとおもいま

す。このことばをどうができくと、おとうさんにあってみたくて、すこしかなしいきもちになります。

でもかなしいだけじゃなくて、かなしませないように、うそをついてくれたおとうさんのやさしさを

おもって「がんばろう！」とおもえます。おとうさんがしんでしまったことはしっているけど、おとう

さんのうそがほんとうになって、いつかよるおそくにドアのまえで「ドアをあけて。かえってきた

よ。」といっているおとうさんにあいたいです。こうおもえるのも、おとうさんのやさしいうそのお

かげです。 

ぼくからおとうさんにつたえたいことがあります。「おとうさん、うそがばれてるよ！ だってまわ

りにびょういんのどうぐがいっぱいあるし、おとうさんがよこになっているし、めからなみだがち

ょっとだけでているし、こえがさびしそうだから。」でもぼくは、だまされている

ふりをしつづけようとおもいます。 

おとうさんがやさしいうそをついてくれたおかげで、ぼくのこころはつよくな

れています。これからもおとうさんのことばをまもって、おかあさんとげんきに

すごしたいです。おとうさん、やさしいうそをありがとう。 
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＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 

「板櫃中の生徒の『よさ』と読んでほしい記事」 


